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研究 ノー ト

看護教育 における病院実習に関する

研究の動向分析 と今後の課題

千田 美紀子1)、米田 照美2)、清水 房枝2)、伊丹 君和2)
1)滋 賀県立大学大学院人間看護学研究科 人間看護学専攻修士課程

2)滋 賀県立大学 人間看護学部

背景 看護教育 にお ける病院実習 は、学生が さまざまな患者 と直接触れ合 い、多 くの看護実践 を経験す

る学 びの場 となる。医療の高度化 ・複雑化 によ り、あ らゆ るニーズを持 った人々 に対応 してい くために、

看護職 にはこれ まで以上 に高 い能力が求め られ、看護実践能力の強化が求め られて いる。看護実践能力

を培 うに実習 は極めて重要で あるが、実習施設が変わ り学生が適応す るの に時間を要 し十分学習す るこ

とが困難であ ること、学生が実践で きる技術が限 られてい ることな ど、学生 にとって充実 した実習がで

きる環境 とは言い難い。

目的 看護教育 における病院実習に関する研究 の中で、学生 を指導 する立場で ある 「指導者」 と 「教員」

に焦点をあて、先行研究 にっ いて文献 レビューを行い、今後の病院実習 に関す る研究の方向性 を検討す

る。

方法 医学 中央雑誌(web版version5)で 検索可能な1982年 ～2012年 までの文献 の中か ら、「臨床実習」

and「 病院」and「 指導者」and「 教 員」 の組 み合 わせで検索 した。 年代別 に分類 した後、 内容 別 に帰

納的に分類 ・検討 し、今後の研究課題を展望 した。

結果1)抽 出 された文献 は182件 であ った。文献数 は、2001年 か ら徐々 に増加 して いた。

2)分 析対象 とした107件 の論文 にっ いて内容 別に分類 した結果、(1)指 導(2)評 価(3)技 術(4)学 び

(5)関 わ り(6)思 いの6項 目に分類で き、項 目別 に内容検討を行 った。

3)(1)か ら(6)に っいて内容検討 した結果、学生が よりよい環境で病院実習 を行 うため には、教員 と

指導者の連携が不可欠で あることが示唆 され た。 しか し、連携の具体的内容 にっいて研究 されて い

る論文 は検索で きず、長期的視点か ら実習指導体制 ガイ ドラインを確立す るための研究を行 って い

く必要があ る。

結論 教員 と指導者 との連携の具体的内容 にっ いて研究 されて いる論文 は検索で きず、病院実習 に関す

る今後の研究課題 は、両者の実習 にお ける連携 にっいて具体化 し、長期的視点か ら実習指導体制 ガイ ド

ラインを確立 して い くことで ある。
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看護教育における病院実習は、学生がさまざまな患者

と直接触れ合い、多 くの看護実践を経験する学 びの場と

なる。客観的 ・論理的に説明できないこの 「経験」が、

人間関係を基盤とする看護では重要な意味を持っことが

多い1)。このような病院実習での経験は看護を専門職と

して確立する上で意義は大きい。また、学生の実習で得

られる学びや充実感は大きく、看護への興味 ・関心につ

ながると考える。
一方、医療の高度化 ・複雑化により、あらゆるニーズ
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を持 った人々が看護の対象 となっている。そのニーズに

対応 してい くため、看護職はこれまで以上に高い能力が

求められ、卒業時における看護実践能力の強化が求めら

れている。臨地実習は、そのような看護実践能力を培 う

ために、学内で学んだ知識 と技術を統合 し実践する重要

な授業過程といえる。

　 しかし近年、看護系大学の急増等に伴い実習施設の確

保が困難であることや、附属病院を持たない教育機関で

は領域によって実習施設が変わり学生が適応するのに時

間を要 し十分学習することが困難であること、患者の権

利擁護のため実習中に学生が実践できる技術が限 られて

いる2)ことなど、学生にとって充実 した実習ができる環

境 とは言い難い。

　またその他の課題として、大学側では実習前学習の不

確実 さ、教員の指導能力 ・教員数の不足などがあり、病

院側においても、患者構成の変容や現場の多忙さ、 リス

クマネジメント上の課題、実習指導者不足などが挙げら

れる。

　実習の最終責任は教員にあり、教員は学生の行動と学

習状況を把握 し、教育的配慮に焦点をあてて指導を行う。

これに対 して、実習指導者は対象者のケアに責任を持ち、

対象者に焦点をあてた立場で学生指導にあたる。病院実

習における指導体制を確立するためには、両者の実習に

おける指導のあり方が重要 と考える。

　そこで今回、看護教育における病院実習に関する研究

の中で、学生を指導する立場である 「指導者」と 「教員」

に焦点をあて、先行研究の文献 レビューを行い、今後の

病院実習に関する研究の方向性を検討する。

Ⅱ.研 究方 法

1)研 究 対 象

　 医 学 中 央 雑 誌(web版version　 5)で 検 索 可 能 な1982

年 ～2012年 ま で の 文 献 の 中 か ら、 「臨 床 実 習 」and「 病

院 」and「 指 導 者 」and「 教 員 」 の 組 み 合 わ せ で検 索 を

行 った 。

2)分 析方法

　抽出された182件 の文献を、発行年、論文の種類によ

り分類 した。 そのうち、 論文種類 を 「原著」、分類 を

「看護」に限定 した107件 の文献について、シソーラスや

テーマ、目的か ら内容別に帰納的に分類 ・検討 し、病院

実習に関する研究内容か らみえる今後の研究課題を展望

した。
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Ⅲ.研 究結果および考察

1)年 代別総数と原著論文数の推移

　 「臨床実習」「病院」「指導者」「教員」 に関す る研究

は、原著論文の有無に関わ らず2000年 まで殆 どみられて

いない(図1)。1994年 には7件 の研究が検索されたが、

これは看護雑誌 による 「臨床実習指導者の直面 している

問題 とその支援策」の特集であり、今回の考察か らは除

外する。

年
代

文献数

総数

原著論文

図1　 「臨 床 実 習 」and「 病 院」and「 指 導 者 」and

　 　 　 「教 員 」 の文 献 件 数 の推 移(n=182)

　 1985年 にみられた原著論文では、指導者 と教員との役

割にっいて研究が行われていた3)が、それ以降2000年 ま

での研究では、学校側や指導者による指導の評価や振 り

返 りが殆どであり4)、学生を対象とした研究5)はみられ

ていない。

　2001年 から病院実習に関する研究総数、原著論文数と

もに増加がみられている。特に、学生 と指導者など2者

以上を対象とす る研究6)や、実習の教育内容を評価 ・検

討する研究7)などが多くみ られていた。学生への指導効

果を検討す る研究 も増加 しており、 この要因 としては、

1992年 から施行 された 「ゆとり教育」の影響 とも考え ら

れる。増加 している学生の多様化に対応するために、指

導者 と教員が共 に学生への関わりを考え、学生個々に対

応する必要性が高まっていると考える。また、病院実習

の教育内容について評価 ・検討する研究 もみられている

が、1997年 に施行されたカリキュラム改正により、実践

の科学 として看護学を確立 していくための実習のあり方

を検討 してい く必要性が高まっていることが背景にある

と考えられる。

　また、今回検索 した文献総数182件 中に占める原著論

文の割合は107件(59%)と なっており、半数近 くは会

議録や解説、報告であることが確認された。病院実習に
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おける評価はなされているが、教員側 と指導者側の2者

間のみで内容を共有するのみに留まり、研究として新た

な知見や理論を示す論文に仕上げるというところにまで

至 らなかったのではないかと考えられる。

2)内 容別に分類 した研究の動向

　今回分析対象とした看護の原著論文107件 について、

シソーラスやテーマ、 目的か ら、内容別に分類 した結果、

6項 目に分類できた(表1)。 以下に、その内容別に分

類 した研究の動向について示す。

表1　 研究の内容と年代別文献数(n=107)

年代 指導 評価 技術 学び 関わり
思い

学生 指導者 教員 その他

(1)指 導

　指導に関する研究 は25件 みられ、「思い」に関する研

究に次いで多い文献数であった。2007年 の榎元 ら8)の研

究では、指導者が学内の模擬患者演習に参加 した感想の

分析結果として、学生を知る、後輩育成としての役割の

自覚、指導方法の再考と改善への意欲、技術習得のプロ

セスを知る、看護とは何かを考えるというカテゴリーが

抽出されている。学内演習は、講義より実践に近 く、知

識の統合や技術の習得するために重要な授業過程である。

その学内演習に指導者が参加することは、学生を知る機

会 となり、学生の レディネスを共有する上で効果的と考

えられる。

　また、古谷 ら(2011)9)は 、学生の主体性を育成するた

めの直接的な指導は、質問攻めにしない、褒める、あり

がとうと伝えることであり、間接的な指導は学生のレディ

ネスの把握、指導者の中でレディネスを共有するなどの

方法であったと述べている。今後、学生の主体性を可視

化 し、情報共有により教員 ・指導者が連携することの重

要性が示唆されている。教員は学生の実習目標達成に責

任を持ち、指導者は患者の安全に責任を持っという立場

の違いか ら、両者の実習指導における役割は異なるが、

47

学生に対する効果的な実習指導のあり方や体制 について

両者の立場から検討 していく必要があると考える。

　一方、芦刈 ら(2004)1°)の研究では、実習指導者 コース

受講者の意識にっいて調査 しており、受講後 は指導者と

しての自覚が高まりそれが行動 レベルに変化を与えたと

述べている。森 ら(2005)11)の研究では、教育側 と臨地側

の合同による臨床指導者研修会の意義を検討 し、研修後

に指導者は学生指導に対する意識が前向きな姿勢へと変

化 したこと、教員 ・指導者両者の共通指導方針 として学

生 とともに成長するとい うことが見出された。松木 ら

(2006)12)は、教員 ・臨地実習指導者合同学習会において、

参加者は 「学生への関わ り方」「自己啓発」「連携意識と

連帯感」「望ましい指導者像」「実習指導力の向上への意

欲」 という学びがあり、参加者のその後の行動変容につ

ながったと述べている。石垣 ら(2006)13)は、指導者を対

象 とした教員側と指導者側の連携のもとに実施 した研修

会は、実習指導における学生の理解 と関心を高めること

ができたと述べている。このように、教員 と指導者が合

同で研修会をすることにより、実習 目的 ・目標の共有、

両者の理解、学生の理解にっなが り、連携意識 と連帯感

が高まるとともに実習指導への意欲向上にもっながると

考えられる。

　2012年 に松谷 ら14)は、1年 目の看護師を対象 とした新

人看護師が必要 としている実践能力について調査を行っ

ている。その結果、看護実践能力を強化するためには、

学生の主体的な学習を促進する教材の開発、臨地状況に

近い工夫を凝らした演習、コンテクス トを学ぶ臨地実習

の積み重ねが必要であることが示 された。同年中山 ら15)

により、看護基礎教育か ら新人研修および継続教育によっ

て育成できる実践能力について内容検討が行われている。

超高齢社会のなか、益々看護師の実践能力向上が求めら

れる現在、看護基礎教育か ら、新人教育、継続教育とい

う長期的な視点で、看護実践能力を育成するガイ ドライ

ンの確立は不可欠である。

　また、実習の最終責任は教員にあり、教員 は学生の行

動 と学習状況を把握 し、教育的配慮に焦点をあてて指導

を行 う。 これに対 して、実習指導者は対象者のケアに責

任を持ち、対象者に焦点をあてた立場で学生指導にあた

る。病院実習における指導体制を確立するためには、両

者の実習における指導のあり方が重要と考える。 したがっ

て、教員 と指導者の連携、環境条件の整備 は極めて重要

な課題 といえる。

(2)評 価

　評価に関する研究は16件み られた。16件 のうち、8件

は実習 目標に対する評価の研究であり、残 り8件 は指導

者や教員の指導に対する評価であった。

　実習 目標に対する評価の研究では、学生 自身の自己評
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価を分析 した もの16,17)、学生の自己評価 と指導者 ・教員

による評価を総合 して分析 したもの18)がみられた。学生

と指導者の評価はほぼ一致するが、有意差が出る項目も

あることが認め られており、評価方法の見直 しが必要で

あること、指導内容を指導者間、指導者 ・教員間で統一

することの必要性が示唆されている。

　また、指導内容にっいて飯室 ら　19)は、実習初年度と2

年 目を比較検討 し、初年度の結果をもとに、2年 目に指

導者 と教員が連携を図 りながら実施 した結果、評価の十

数項 目で有意な上昇がみられたと述べている。学生側の

みでなく指導する側 も含め、両者の視点か ら実習や指導

を評価することにより、評価の認識や思い ・考えの違い

の有無を明らかにするとともに、今後の病院実習におけ

る指導に対する評価について検討 してい く必要があると

考える。

(3)技 術

　技術に関する研究と分類できたものは、10件 であった。

グレッグら(2005)2°)は、臨地実習における学生の看護技

術の習得状況に対する指導者および教員の評価か ら、卒

業時までに習得すべき技術内容を整理する研究を行 って

いる。2007年 に和田ら21)は、看護学校における技術の教

育実施状況にはばらっきがみられ、卒業時到達状況は指

導者側が 「単独でできる」技術に対する期待度が高か っ

たとしている。これは、文部科学省で開かれた 「看護教

育の在 り方 に関す る検討会」(2002)に おいて看護技術

学習項 目が明記され、技術修得を重視 した教育になって

いることが関係 していると考えられる。 しか し、高度化

する医療技術のなかでの病院実習において、患者の権利

擁護の考えのもとに看護学生が実践できる技術は限 られ

ている。特に、身体に侵襲のある看護技術は実習ではほ

ぼ実施できないため、病院実習で学べる技術と学内で習

得する技術、継続教育において培 う技術や実践能力につ

いて検討 していく必要がある。

　一方、病院実習前に学内で行 う技術チェックや技術演

習に指導者が参加することにより、学生側は学習への動

機づけ、指導者側は学生のレディネスを理解する場とな

り、実習における指導方法を検討する機会になるといわ

れている22,23,24)。しか し、金子 ら25)は学内で行われる学

生の技術演習における指導者 と教員の評価の違いを比較

検討 しており、指導者は、実習に対応できる技術という

視点で、教員は基礎的知識 ・技術 ・思考の習得度という

視点で評価 していることが明らかとなった。指導者が学

内演習に参加することは、両者にとって利点があるが、

看護技術の評価については指導者 ・教員が共に独自の視

点で行 っていると考えられる。両者が同 じ視点か ら評価

ができるように協議 し合い、同じ目標に向かって実習指

導できるよう調整 していくことが必要であると考える。
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(4)学 び

　 学 び に 関 す る研 究 は6件 で あ った 。2003年 に安 藤 ら6)

は指 導 者 へ の 介 入 を行 って い る。 「共 に学 ぶ 」 こ との 意

義 や そ の方 法 を 説 明 す る介 入 を行 った結 果、 学 生 が 困 っ

て い る こ とを 確 認 しな が らそ の方 向性 を示 そ う とす る こ

と は、 学 生 に安 心 感 与 え 、 主 体 性 が発 揮 で きた と述 べ て

い る。 表 ら(2005)26)の 研 究 で は、 カ ン フ ァ レ ンス は経 験

で き な か った こ と につ いて も学 び が深 め られ るた め 、 そ

の よ うな場 の 提 供 が で き る よ うな指 導 者 の役 割 が 必 要 で

あ る こ とを 述 べ て い る。 ま た、2007年 川 上 ら27)の研 究 で

は、 レポ ー トに よ る学 びの 分 析 を行 い、 学 生 は教 員 と指

導 者 の サ ポ ー トに よ って 不 安 や困 難 さ が軽 減 され 、 課 題

と して い る レポ ー トを 通 して 経 験 の意 味 づ けを 行 い、 学

び が深 化 して い る こ とを 明 らか に して い る。 ま た、2008

年 奥 田 ら28)も、 学 生 の レ ポ ー ト分 析 か ら、 学 生 が学 ん だ

こ とを指 導 者 や 教 員 が 意 味 づ け る こ とが課 題 で あ る と述

べ て い るQ

　 学 生 が学 び を 深 め て い くた め に は、 カ ン フ ァ レ ンスや

レポ ー トな どを 活 用 して い く こ とが重 要 で あ るが 、 教 員

と指 導 者 の 関 わ り に よ って 実 習 で の経 験 を意 味 づ けて い

く こ とで、 よ り学 び が 深 ま る と考 え られ る。 そ の た め に

は、 教 員 と指 導 者 が 学 生 へ の関 わ り方 を共 に考 え 、 実 習

指 導 力 を 向上 させ て い くこ とが 必 要 で あ る。

(5)関 わり

　関わりに関する研究は4件 であった。 ここでの関わ り

は、教員や指導者の学生に対する接 し方 ・指導に焦点を

あてている。2004年 に宮長 ら　29)は、学生が看護観を育む

ことができた事例を振 り返 り、指導者 ・教員 は学生のっ

まづきや不安に早期に気づき、ア ドバイスを していくこ

とが重要であることや、適切な時期での助言、両者の協

力は学生の実習での達成感によい影響を与え、学生の倫

理的感性を育てていく上で重要であることを示 している。

鈴木 ら(2005)　30)の研究では、指導者は学生のことを考え

た言動に努めていたが、優先順位により業務優先の言動

もあることが認め られた。2012年 は、学生の病院実習に

おける経験を成功体験にっなげるための指導者の関わ り

について研究が行われている。ケア実施中の関わりとし

て指導者がモデルになる、学生主体、安全の保証、患者

と学生の雰囲気づ くり、個別性を理解 してほしい思いが

抽出された　31)。

　以上のように、教員と指導者の関わりでは、学生の実

習における達成感や看護観の育成に影響することが示唆

されている。学生の個別性に配慮 し、学生主体の実習が

できるよう教員と指導者が共に関わっていくことが重要

と考える。
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(6)思 い

　思いに関する研究は、42件 であり最 も多い内容であっ

た。そのうち、学生に関するものが12件 、指導者に関す

るものが27件 、教員に関するものが3件 であった。

①学生の思いに関する研究

　 2001年 石田ら32)により、学生の実習前後の不安 ・緊張

の意識調査が行われている。その後2003年 には、痴呆患

者の看護における困難感を分析 し、それを軽減するため

には自己を振り返り、患者をあるがままに受け入れるこ

とが重要であ り、実習での困難感を軽減す るためには、

教員と指導者の役割は非常に大 きいと述べている33)。ま

た、嶋田ら(2007)34)の研究では、認知症特有の症状に学

生は困難感を感 じており、指導者 と教員が学生と共に振

り返 りを行い、認知症高齢者の行動を意味づけできるよ

うな教育的関わりが効果的であったことが示唆されてい

る。核家族が増加 しているなか、学生 は普段の生活で高

齢者 と関わることが少ないという背景の中で、実習で初

めて接する認知症患者の症状にどう対応すべきか困難に

感 じることも多い。 しか し、入院患者 は年々高齢化 して

おり、その対象を理解 した上で看護 していく必要がある。

実習中に学生が困っている時に、教員と指導者は学生 と

共に振り返り意味づけを行 っていくことによって、学生

の理解が深まると考えられ、両者の役割はきわめて重要

といえる。

　 2007年 矢野 ら35)は、実習における新 しい経験や気づき

からの学びが達成感 ・満足感に繋がっていると述べてい

る。竹内 ら(2010)36)は、実習満足感と自己効力感との関

連性を分析 しており、満足感の高い学生 は自己効力感 も

高いことが明 らか となった。 また、「指導者と教員との

連携が上手 くとれ双方の意見の食い違いがなかった」の

項 目と自己効力感は強い相関関係がみられたと述べてい

る。実習満足度を上げるためには、 自己効力感が効果的

に働 くよう学生 と教員 ・指導者との関係が重要である。

②指導者の思いに関する研究

　指導者の思いに関する研究は、指導上の困難なことに

焦点を置 き、それを分析 している研究が多 くみ られた。

江原ら(2006)37)の研究では、指導者 には教育側か らの役

割への期待やそれを果たそうとする重圧 ・責任感があり、

教育側の指導方針の把握が不十分なことを自分の未熟さ

と捉え問題提起 しにくか った可能性が高いことを示 して

いる。その結果として、指導者の意見交換の場では、各々

の悩みや葛藤が表現できず、自分 自身の内に抱え込んで

いたことが述べられていた。石崎 ら(2008)38)は、指導者

が抱えている指導上困 っていることとその要因を検討 し

ている。その結果、指導者が実習において困っているこ

とは指導体制に関することが最 も多 く、専任でないため

指導が不十分、スタッフの協力が得 られない、計画や レ

ポー トを見る時間が不足 していることが挙げられていた。
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指導者自身に関することは、指導者 として自信がない、

学生に合わせた指導方法に困難を感 じているなどであり、

教員 との関係では、連携が不足 していることが挙げられ

ている。2012年 原田ら39)の研究では、指導者のとまどい

として、看護を育み指導することの難 しさ、学生を育成

する実習環境の整備不足、今時の大学生の気質が抽出さ

れている。指導者が教員と連携が とれるように支援する

必要があり、臨地と大学が相互交流を行 うことで、指導

者 と教員 ・学生が互いを理解 し、教育効果を高めること

にっながることが示唆されている。同年山根 ら4°)は、指

導者の学生の実習に対する姿勢への不満 と危惧、教育側

の教育方針 ・指導体制への不満、スタッフ間の意識の差

がある状況が 「多忙な業務の中での学生指導の負担感」

と結びっき、満足のいく指導ができない不全感 になって

いる。その結果、「指導者 とスタッフの連携の必要性」

「教員 との連携の必要性」 を感 じてお り、それが課題 と

なっていると述べている。2004年 に佐藤 ら41)は、教員と

指導者が連携 してい くためには、教員は積極的に実習指

導に参加 し教育観や学習者観を話 し合い共有 していくこ

と、指導者の自己評価を高められるようサポー トし課題

を共に考えることが必要であることが示 されている。

　以上のように、指導者を実習指導専任 としておけない

臨地の多忙さ、各教育側の教育方針の違いにより実習内

容の把握が困難であることなどが指導者 自身の負担とな

り、困難を感 じなが ら指導を行 っている現状が推測でき

た。その背景 には教員との連携不足が挙げられており、

今後の課題 として指導者のサポー ト体制を確立 し、互い

の指導観や教育観を話 し合えるよう連携 していく必要性

があると考えられる。

　2005年 金子 ら42)は、 日常業務と指導者業務 との兼務で

負担度が高い指導者は指導に対す る関心度が低 く、指導

に対する学生の変化にや りがいを感 じている指導者は関

心度に加えて自信度 も高いことを明 らかにした。 また、

井上 ら(2011)43)は、指導者が指導上大切にしていること

について調査 しており、学生が主体的に学ぶよう支援す

る、学生を否定せず意欲を引き出すよう関わる、学生が

看護や看護師に誇りや自信をもてるよう関わるなどのカ

テゴリーが抽出された。指導上課題 と感 じていることに

っいては十分な指導が行えるような体制の整備、病棟全

体での教育の質の確保、学生の実習への準備性 に関する

教員 ・教育機関との検討などが抽出されたと述べている。

また、箕輪(2009)na)の研究では、病院実習を受け入れる

指導者の 「知 りたい」情報ニーズを調査 している。30～

40歳代の指導者 は、若者への接 し方 と自分たちが学んだ

頃 とは変化 した現在の看護学教育にっいての情報ニーズ

を持 っており、専門学校 と大学 を受け入れる指導者は、

専門学校 と大学を比較 した学生 と教育の特徴 にっいての

情報ニーズを持っていた。それぞれの情報ニーズが異な
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るため、個々の指導者のニーズを踏まえた連携が必要で

ある。

③教員の思いに関する研究

　山田ら(2010)45)は、看護教員が期待する臨地実習指導

者の役割を明らかにすることを目的にフォーカスグルー

プインタビューを行っている。「実習指導準備」「実習環

境の整備」「学生の学習意欲への支援」「病棟スタッフと

の連携」「教員 との連携」がカテゴリーとして抽出され

ており、教育側と臨地側とが連携 して指導を していく必

要性が示唆されている。2011年 には、新人看護教員の困っ

ていることの実態が調査され、実習では指導に対する不

安や、指導者と教員との連携に困難を感 じていることが

明らかとなっている46)。2012年井ノ上 ら47)により、実習

調整者の役割について検討されている。教員は、指導者

との連携が不十分であると考えている。 しか し、先行研

究ではその必要性は示唆されているものの、具体的にど

のように連携 していくことが望ましいのかという連携の

具体的内容を研究 している論文は検索できなかった。

3)病 院実習に関する研究の動向分析からみた今後の研

　究課題の展望

　臨地では、病棟業務と兼任ではな く実習指導専任の指

導者を置 くことが望ましいといわれているが、業務の関

係上それが困難なところも多い。また、教員も学内での

講義などによって積極的に実習参加することが困難であ

ることが現状での課題である。学生が看護実践能力を培

い、学内で学んだ知識 と技術を統合 し実践するためには、

実習環境を調整 していくことや、指導体制を確立 してい

くこと、個々の学生に応 じた指導を行う必要性があると

考えられる。今回検索 した研究の多 くは、学生の主体性

を尊重 した指導を行えるよう指導者 と教員の連携が必要

であることが示唆されており、実習前後に合同指導者研

修会を行う、指導者が学内演習に参加するなどが連携の
一貫として行われている。研修会や学内演習の参加者は、

学生の理解や指導への自信にっながったと肯定的な意見

が多いが、今回検索できた多 くの研究では、指導者 ・教

員 ともに現在の連携では連携不足であると結論づけてい

るものが多 くみ られた。連携の具体的内容にっいて研究

されている論文は検索できなかった。研究の結果として

教員 と指導者の連携が不可欠であることが見出され、そ

の具体策については今後の課題であるということが示さ

れたのみである。また、教員 と指導者の 「知りたい」情

報ニーズの違いにより、連携の内容 は異なるといわれて

おり、個々の指導者のニーズを踏まえた連携の方法と内

容を両者が共に後輩を育成するという長期的な視点か ら

検討 してい く必要がある。

　以上から、今後教育側と臨地側がどのように連携 して

いけば看護学生がよりよい環境で病院実習ができるのか、

千田美紀子

両者の実習における連携にっいて具体化 し、長期的視点

から実習指導体制ガイ ドラインを確立するための研究を

行 っていく必要があると考え られる。

lv.考 察

1)病 院実習に関する研究の中で、「指導者」 と 「教員」

　に焦点をあてた研究は2001年 より増加傾向にある。

2)分 析対象 とした研究をシソーラスやテーマ等を参考

　に、内容別に分類 したところ、指導、評価、技術、学

び、関わり、思いの6項 目に分類できた。

3)指 導者 と教員の実習指導 における役割は異なるが、

学生にとって効果的な病院実習ができるように両者が

連携 してい く必要性がある。 しかし、現在の連携では

連携不足であると結論づけている研究が多 くみ られた。

4)教 員 と指導者との連携の具体的内容にっいて研究さ

れている論文は検索できず、両者の実習 における連携

　にっいて具体化 し、長期的視点から実習指導体制ガイ

　ドラインを確立していくことが今後の研究課題である。
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